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最近の道内経済産業動向
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●個人消費は緩やかに持ち直している
��月の大型小売店販売額 (全店) は､ 前年比���％増と�カ月連続で前年を上回った (百貨

店：同���％増､ スーパー：同���％増)｡ 平年より気温が高かったことで衣料品販売が減少し
たものの､ 飲食料品の販売が伸びた｡ なお､ 年末年始商戦は､ 総じて好調に推移した模様｡
一方､ ��月の乗用車新車販売台数は､ 同�	��％増と
カ月連続で前年を上回った｡

●住宅建築は弱含んでいる､ 公共工事は持ち直しのテンポが高まっている
新設住宅着工戸数 (��月) は､ 前年比▲�	��％ (��
��戸) と�カ月連続で減少 (�－��月累

計：前年同期比▲���％)｡ 設備投資は､ 小売業やメガソーラーの建設が相次ぐエネルギー関連
など非製造業で投資増となっているほか､ 下期は､ 製造業の一部 (自動車､ 食品など) でも
前年同期比増加の計画が見られるなど､ 持ち直し基調にある｡ 公共工事請負金額 (��月) は､
前年比���	％増と�カ月連続で増加 (�－��月累計：前年同期比���	％増)｡ ��年度の大型補正
予算に係る発注に加え､ ��年度当初予算の執行本格化を主因に堅調に推移している｡
●生産は持ち直しつつある

鉱工業生産 (��月) は､ 前月比▲���％と�カ月ぶりに前月を下回ったが､ 基調としては持
ち直しつつある｡ 建築向け棒鋼の需要増により鉄鋼 (同����％上昇) が上昇｡ 半面､ 搭載車種
移行に伴い自動車駆動伝導装置が一時的に減産となった輸送機械 (同▲�
��％) が､ また､ 前月
の反動減 (農業機械) により一般機械 (同▲
��

％) が低下した｡
●輸出は拡大している

通関輸出額 (��月) は､ 前年比�
��％増と��

カ月連続で前年を上回った｡ 船舶 (同▲����％)
が大幅に前年を下回ったものの､ ベトナム向け
ホタテなど魚介類・同調製品 (同����％増)､
北米向けが好調な自動車部分品 (同����％増)
などが全体を押し上げた｡
●観光は回復している

国内客中心の来道者数 (��月) は､ 前年比��


％増と��カ月連続で前年を上回った｡ また､ ��

月の外国人入国者数 (速報値) は､ 同
	�	％増
と��カ月連続で増加｡

●雇用情勢は持ち直しのテンポが高まっている
��月の有効求人倍率 (パート含む常用) は､

前年比����ポイント上昇の��	�倍と��カ月連続
で前年実績を上回った｡ 新規求人数 (同) は前
年比����％増｡

(注) 資本金�千万円以上の道内所在法人｡ ただし､ ｢電気・
ガス・水道｣ ｢金融・保険｣ は資本金�億円以上が対象｡

(出所) 北海道財務局 ｢法人企業景気予測調査｣

� QR�S9 調査ニュース ������

道内企業の設備投資計画
(ソフトウェア投資含む､土地投資を除く)

｢法人企業景気予測調査 (��－��月期)｣ によると､ ��
年度下期の設備投資計画は､ 上期 (着地見込み) と比
べて製造業・非製造業とも伸び率が改善｡ 企業収益の
改善を背景に､ 製造業では食品､ 自動車関連などで投
資増となっている｡

��年度上期計画 ��年度下期計画

(前年同期比､％)

全産業

製造業

非製造業
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昨年��月に発表された����年度の北海道開発予算案について主なポイントをとりまとめました｡

北海道開発事業費の実質的な伸び率は���％増
昨年末に発表された����年度の北海道開発予算

案 (注�) によると､ 国の一般公共事業費にあたる
北海道開発事業費 (国費ベース) は�����億円｡
前年度当初予算比では､ 実質的に	
�％増となり
ました (注�) (図表�)｡ 国の経済対策 (昨年��月
�日発表：総額�
�兆円) に伴う�	年度補正予算
案 (北海道開発事業費・国費ベースで
��億円)
との合計では�����億円に上ります (注�)｡ これは､
緊急経済対策により大幅に増加した�	年度の“��

カ月予算”(��年度補正予算＋�	年度当初予算：
�����億円) を下回ります｡ このため､ 工事進捗
ベースでみた��年度の道内公共工事も前年比でや
や減少するとみられるものの､ 人手不足などを背
景に遅れ気味となっている�	年度当初予算工事の
一部が繰り越すことなどから､ 引き続き高水準が続くと予想されます｡
なお､ 予算案を事業別にみると､ 成長戦略の実現に向けた投資 (新しい日本のための優先課題推進

枠) が約�割を占める農林水産基盤整備 (����
億円､ 前年度当初予算比�

％増) や､ 道路整備 (�����
億円､ 同�
�％増)､ 空港 (��億円､ 同��
�％増) などの伸び率が高くなっています｡
(注�) ｢平成��年度北海道局関係予算決定概要｣ (国土交通省北海道局) による｡
(注�) 社会資本整備事業特別会計の廃止に伴い膨らんだ額を除いて算出した伸び率｡
(注�) 補正予算の決定が�月以降のため､ 工事進捗ベースでみると�	年度補正予算による追加工事の大半が��年度に

ずれ込むと見込まれる｡
(注�) �	年度当初予算 (前年比��
	％増) は､ ��年度まで地域自主戦略交付金の対象だった事業が開発事業費に計上

されたことから高い伸びとなった｡

北海道の強みをより生かすための事業に期待
��年度開発予算での重点事項としては､ ｢食料供給力の強化｣ ｢安全・安心な国土の形成｣ ｢地域の

活性化｣ の�点が挙げられています (図表�)｡ 財政の制約を背景に､ 公共事業は今後､ 抑制基調と
予想されます｡ そうした中､ 食､ 観光､ 環境・エネルギー､ バックアップ機能分野など北海道の強み
を生かし､ 中長期的な経済成長に結びつけるための社会資本整備に期待したいものです｡

図表� ��年度北海道開発予算の重点事項

・農地の整備 (ほ場の大区画化､ 担い手への農地集積など)
・農業水利施設等の保全､ 更新 (農業生産力の確保を図る)
・漁港､ 漁場の整備 (水産物の生産力強化や高付加価値化を図る)
・高規格幹線道路の整備 ・空港､ 港湾アクセスの強化 ・国際､ 国内物流機能の強化
・北海道産農水産品､ 加工品の輸出促進 (鮮度保持技術の検証､ 新たな物流ルートの開拓など)

・根幹的な治水対策の推進 (自然災害に備え治水・海岸施設を整備､ ダム事業を重点的に実施)
・安全､ 安心の確保を図る治山対策の推進 (集中豪雨等への災害対策など)
・空港施設の耐震化 ・港湾施設の耐震強化 ・道路､ 港湾施設の老朽化対策

・地域の活力を支える社会資本の総合的整備
・インバウンド観光の振興(世界の多くの人々を呼び込む)に資する社会資本整備(交通ネットワーク整備等)
・北海道の地域固有の資源､ 特性を活かした再生可能エネルギーの地産地消によるまちづくり

(出所) 国土交通省の資料を基に道銀地域総合研究所作成

����� 調査ニュース ����	� �

当初予算ベースで増加した北海道開発事業費

図表� 北海道開発事業費の推移
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(出所) 国土交通省

▲�

▲��
▲�

▲��
▲ 


�



��
�

��

�
�����

�����

�����

�����


����


����

�����

�����

�
 �
 �� �� �� �� �� �� �� ��

前年比(当初予算)(注�)

(億円) 当初予算
補正予算 ��年度補正分を

含めると	
���億円

年度

▲

(％)



本道経済は､ 国の成長戦略をいかに活用できるか

�����

昨秋の臨時国会では､ ｢産業競争力強化法｣ が可決されるなど､ 国の成長戦略における実行
策が動き始めています｡ そこで本稿では､ 成長戦略の概要を解説するとともに､ 国の成長戦略
を上手く活用して推進すべき本道経済の注目点を､ ｢食｣ ｢エネルギー｣ ｢女性の社会進出｣ の
分野で考察してみました｡

�. 成長戦略により供給サイドの競争力を強化し成長の好循環を生み出す
安倍政権の経済対策である ｢三本の矢｣ のうち､
｢第一の矢 (大胆な金融政策)｣ ｢第二の矢 (機動的
な財政政策)｣ といった政策効果から､ 足元の道内
景気には､ 回復の兆しが見受けられるようになりま
した｡ 同政権では日本の経済成長を実現し､ デフレ
経済からの脱却を確実なものとするために､ 第三の
矢となる ｢日本再興戦略－����� ����	
－
(以下､ 成長戦略)｣ を打ち出しました｡ その中では､
｢民間の力を最大限引き出す｣ ｢全員参加・世界で勝
てる人材を育てる｣ ｢新たなフロンティアを作り出
す｣ ことを成長への道筋と示し､ 成長実現のために
�つのプランを掲げています (図表�)｡ そして､
これらの成長戦略の中には､ ｢食｣ ｢観光｣ ｢エネル
ギー｣ といった本道の強みを活かすことが可能な施
策案が盛り込まれました｡ 本道経済の好循環を実現
させるために､ 具体的な成長戦略の進捗状況を注視
し､ 上手に活用していくことが､ 道内経済活性化の
視点として非常に重要だと考えられます｡

�. 道産食品の輸出拡大で経済自立に向けた第一歩を
国内最大の食料供給基地である本道にとって､ 食
分野は大きな強みの一つであり､ 道内の食産業活性
化は､ 過疎が進行する農山漁村地域再生の鍵になる
とも考えられます｡ 国の成長戦略では､ ｢食品輸出
額を現状の
����億円から����年までに�兆円とす
る｣ という具体的な数値目標が掲げられました｡ 目
標達成に向けて農林水産省では､ ｢農林水産物・食
品の国別・品目別輸出戦略｣ を策定｡ 重点品目・重
点国毎の施策を明確にした上で､ 日本食文化や日本
食材のＰＲ､ 相手国が求める認証・基準への対応
(��		�取得支援等) といった輸出環境の整備な
どに着手し始めています｡
既に道内では食品輸出拡大に向けて､ 輸送方法の
多様化 (小口輸送実験等)､ 国際認証の取得 (道産
ホタテにおける海のエコラベル取得等)､ 海外マー
ケットにおける輸出可能性調査､ などの動きが活発
になりつつあります｡ こうした中､ 道と道経連は共

�� ��

●我が国 ｢食｣ 産業の成長産業化による拡大著しいアジア・
イスラム圏等の食市場の獲得｡

��� �	
��

�����������������
� 

●食品製造業の原材料供給者である農業の生産基盤を整える｡
●食の分野を新たなサイエンス分野と位置付け､ 食の安全
性､ 健康機能性などの課題に対する科学的な解明､ 活用
についての世界の最先端の国際研究拠点を形成｡

��!"#$
%&'()�

●日本の高度で広範な科学技術力と食の伝統・文化を活か
した､ 世界が欲しがる価値のある食の創造｡

●食の健康増進機能や安全性に着目した高付加価値化を図る｡

��*"#$�	
 +�	�,-./012345
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●アジア､ イスラム圏等の食市場を学び､ 開拓し､ 日本の
食文化の輸出も含めて海外市場を獲得していく｡

●����年までに農林水産物､ 食品の輸出額�兆円を達成､ 将
来的にはオランダに匹敵する�兆円を目指す｡

同で､ 国の成長戦略上の目玉となっている ｢国家戦略特区｣ の認定を目指し､ 昨年�月に ｢�����
フードピア構想｣ を提案しました (��月に項目等を追加して修正提案)｡ その内容としては､ アジア・
イスラム圏等において拡大が著しい食市場の獲得を目指すため､ 外国人研究者や労働者が安心して働
ける環境づくりや､ 我が国の強みが発揮できるルールづくり､ などに向けた規制緩和策､ 特区内への
進出企業に対する法人税の一部免除といった優遇税制措置､ 食関連の研究開発予算拡充と拠点化の推
進を図るための財政措置､ などが盛り込まれています (図表�)｡ 昨年��月､ 和食がユネスコの無形
文化遺産に登録されるなど､ 日本食への関心が着実に高まっている中､ 本道の食品輸出拡大に向けて､
こうした提案の採択可否が非常に注目されるところです｡

� ����� 調査ニュース ������

図表� ｢�����フードピア構想｣の概要

(出所) 北海道､ 北海道経済連合会

図表� 成長戦略の�つのプラン

(出所) 内閣府

①緊急構造改革プログラム(産業の新陳代謝の促進)
②雇用制度改革・人材力の強化
③科学技術イノベーションの推進
④世界最高水準の	
社会の実現
⑤立地競争力の更なる強化
⑥中小企業・小規模事業者の革新

78�	
9:;<�
�	=>?��

①戦略的な通商関係の構築と経済連携の推進
②海外市場獲得のための戦略的取組
③我が国の成長を支える資金･人材等に関する基盤の整備

��@A
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①国民の ｢健康寿命｣ の延伸
②クリーン・経済的なエネルギー需給の実現
③安全・便利で経済的な次世代インフラの構築
④世界を惹き付ける地域資源で稼ぐ地域社会の実現
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�.“エネルギーの地産地消”で地域活性化を
東日本大震災後の原発稼働停止以前から､ 寒冷地
である本道では化石燃料輸入の規模が大きく､ 域際
収支悪化の一因となっています｡ 域際収支改善のた
めには､ 本道の豊かなエネルギー資源を活用した上
で､ エネルギー自給率拡大､ 再生可能エネルギー
(以下､ 再生エネ) 発電による道外への売電､ などを
図ることが必要です｡ 成長戦略では､ ｢クリーン・経
済的なエネルギー需給の実現｣ を目指す方針が打ち
出され､ 再生エネの更なる活用が盛り込まれました｡
道内における具体的な動きとして､ 大規模蓄電池の
設置､ 風力発電のための送電網整備､ 北海道と本州
を結ぶ送電線 (北本連系) の増強などが実施予定で
あり､ 域際収支改善へ向けて着実に前進しています｡
また､ 既に道内各地では､ 再生エネを活用した地域活性化の動きも見受けられます｡ 道東の浜中町

では､ 農業協同組合が主体となり､ ���戸余りの酪農家に太陽光発電設備が設置されました｡ 発電さ
れた電気は畜舎内で使用され､ 余剰分を売電しています｡ この結果､ 光熱費節減効果は勿論のこと､
再生エネを活用して生産された牛乳を ｢エコ牛乳｣ としてＰＲすることでブランドイメージの向上に
もつながっています｡ この他にも昨年�月には､ 地域のバイオマスを活用した“産業創出”と“環境
に優しく災害に強いまちづくり”を目指す ｢バイオマス産業都市｣ に､ 道内�地域 (十勝地域��市町
村､ 下川町､ 別海町) が農林水産省の指定を受けており､ 産業や雇用の創出効果が見込まれる“エネ
ルギーの地産地消”に向けた道内各地の取組みが更に発展するものと期待されます (図表�)｡

�. 女性の中に眠る能力を開花させ､社会に活力を取り戻す
本道は､ 生産年齢人口 (��歳以上��歳未満) に占

める女性の割合が��	
％ (����年) と､ 全国 (��	

％) よりも高い地域です｡ しかし､ 本道の女性就業
率 (��歳以上��歳未満) は�
	�％と､ 全国 (��	�％)
よりも低い水準にあります (図表�)｡ 今後､ 道内
における生産年齢人口の減少が見込まれる中､ 経済
成長を図るためには女性が活躍できるような環境整
備が必要不可欠です｡ 成長戦略では､ 結婚・出産を
機に離職する割合が大きくなる年代に着目し､ ①待
機児童の解消､ ②職場復帰・再就職の支援､ ③女性
役員・管理職の登用拡大､ などを行うことで ｢����
年までに女性の就業率 (��歳以上��歳以下) を�
％
(����年：�
％) に引き上げる｣ という目標が掲げ
られました｡
道内の取組みをみていきますと､ 多くの待機児童
を抱える札幌市では､ ����年度末までに保育サービ
スの提供対象者数を�����人分上積みする計画を進
めており､ 昨年��月�日現在の待機児童数は
��人
と､ 前年同期から���人減少させました｡ ただ､ 道
内小規模事業者においては､ 育児休業制度の規定整
備が遅れているほか (図表�)､ 道内管理職 (会社
役員・管理的公務員等) に占める女性の割合は�
	�

％と､ 全国平均値 (��	�％) よりも低い状況です｡

従業員規模 社内規定あり 社内規定なし

�～��人
事業所数 ���社 ���社
(構成比) ����％ ��	�％

�

人以上
事業所数 ���社 ��社
(構成比) �	�	％ �	�％

合 計
事業所数 �
	社 ���社
(構成比) 
���％ ��	
％

こうした中､ 本年��月��日から�日間､ 女性が活躍する場の拡大に向けた課題などについて話し合う
｢日本女性会議����札幌 (参加者：約�千名)｣ が道内初開催されます｡ 成長戦略の着実な実行ととも
に､ イベント開催を通じて当該分野への注目度が高まることで､ 本道における女性の社会進出に向け
た環境整備の加速が期待されます｡ (山岸 義明､ 橋村 佳織)

����� 調査ニュース 	����	 �

図表� 女性の就業率 (�
��年)

図表� 育児休業制度の規定整備状況 (�
��年)

(注�) 上記の調査時期は	��	年�月�日時点｡
(注
) 育児休業制度は､ 育児・介護休業法によって制定され

ており､ 法律内の適用申請に対して､ 事業主側には認
める義務が生じている｡ 但し､ 就業規則などに別途､
明文化しなくてはいけないという義務まではない｡

(出所) 北海道 ｢平成	�年度 労働福祉実態調査｣

(注) 就業率＝各年代の就業者数÷各年代の労働力人口
(出所) 総務省 ｢労働力調査｣

図表� エネルギーの地産地消のイメージ

(出所) 北海道 ｢エネルギー地産地消導入マニュアル｣
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自動車中古部品販売を通じて循環型社会に貢献する
～石上車輌株式会社 (札幌市)～

�������	
� シリーズ

地球温暖化に対する関心の高まりに伴い､ ���排出削減への取り組みは､ 企業の経営姿勢を
映す鏡になっている｡ そうした中､ 良質な自動車中古部品などの販売を通じて循環型社会の形
成に貢献しているのが石上車輌㈱だ｡ 今回は､ 本業の中古部品・タイヤ販売を通じた環境負荷
軽減に加え､ 植林活動にも積極的に取り組む同社を紹介する｡

�������

■本業に加え植林活動を通じた地球環境への貢献 ■��������の認証取得と厳格運用
■全国トップクラスの中古部品在庫量 ■海外需要の取り込み
■事業承継を含む�年間の中長期計画の策定と実行

自動車解体業から出発し業容を拡大
同社は����年､ 先代社長 (現社長の父親)

が自動車解体業として創業｡ ���	年に先代が
死去したことを受けて現・石上社長が
�歳で
経営を承継した｡ その後､ 先行きの自動車中
古部品需要の拡大を見据え､ 解体・再生工場
の拡大､ 工場設備の高度化､ 在庫管理・顧客
対応態勢の構築､ 海外需要開拓などを通じて
業務範囲を広げ､ 業容を拡大してきた｡

環境ＩＳＯ認証工場で買い取り車輛を適正処理
グループ全体の売上げのうち､ �割弱を占

めるのが部品販売部門とタイヤ販売部門だ｡
販売する部品・タイヤは､ 個人や法人 (自動
車販売店やオークション会場など) から買い
取る廃車や中古車から取り外したもので､ 年
間の買い取り台数は概ね���


台 (月当たり
�

～��


台)に上る｡ 自動車は､ 外装に用い
られる鋼板や樹脂部材､ エンジンなどの機能部
品､ 電装品など多種多様の部材・部品で構成
されている｡ 解体作業を担う恵庭工場は､


�
年に環境マネジメントの国際規格・�����

�

の認証を取得｡ その運用方法に従い､ 買い取
り車輌の作業は､ 入庫後�台毎に作成するカ
ルテに沿って行う｡ 有害物質であるフロンガ
スは専用機器により回収｡ タイヤ・バッテリー・
部品類の取り外し→破砕→素材毎の分別→残っ
た車輌ボディーのプレス (圧縮した塊は再資
源化用に出荷) など､ 一貫して､ かつ適正に
処理が行われる｡

中古部品の在庫点数は全国トップクラス
また､ 取り外した部品類は､ 例えば､ 洗浄

後に�㎜単位の傷・凹みまでチェック｡ バン
パー､ ドア､ ヘッドライトなどは状態に応じ
て一定のレベルまで修復｡ 毒性のあるクーラ
ント (冷却水) は処分するのではなく特殊な
薬品を使用して新品同様に再生するなど､ 再
利用 (リユース) できるものは､ 品質を保証
できる状態にまで仕上げて商品化している｡
現在､ 恵庭工場内倉庫に保管されている在庫
部品数は約�万点｡ 同業の中では全国でもトッ
プクラスの在庫量を誇り､ 一点一点全てがデー
タベースに登録・管理されている｡ 本社事務
所内には営業部が設置されており､ �日当た
り約
�


件に上る道内外からの在庫照会・受
注に��人態勢で対応している｡ 同社のホームペー
ジには､ 前月分の中古部品販売数によって削
減できた���削減換算量が掲載されており､ こ

� ����� 調査ニュース ������

�	


約	万点に上る在庫部品 (恵庭工場内の倉庫)



うしたことからも､ 常に環境負荷軽減を意識
した経営姿勢が貫かれている｡

海外需要の開拓にも積極的
����年には､ ＵＡＥ (アラブ首長国連邦)

のシャルジャ (ドバイのベッドタウンとして
発展している首長国) に､ 現地の中古部品販
売会社と合弁会社を設立し､ 中古エンジンを
中心に輸出を開始｡ 当地は中古部品の市場
(セリ市) 機能を果たしており､ 集まる中古
部品はバイヤーを通じて第三国に供給されて
いる｡ 同社の輸出品は自社で�点�点品質を
チェック済みであり､ その品質の高さから引
き合いが強いという｡ �カ月当たりのエンジ
ン輸出数量は､ 現在���台程度だが､ 徐々に
増やしていきたい考えだ｡

買い取り廃車�台につき�本の植林を継続実施
同社は､“業界団体の記念行事参加 (中国

での植林) で覚えた感動”(石上社長) をきっ

かけに､ ����年から植林活動を始めた｡ 森林
管理協議会 (ＦＳＣ) による国際基準の認証
林を有する美幌町と協定を締結し､ 提供を受
けた植林地�	
を ｢自動車リサイクルの森｣
と命名｡“一般ユーザー (個人客) から買い
取った廃車�台につき､ �本のカラマツを植
林する”プロジェクトを継続展開しており､
活動開始以来�年間の累計植林本数は､ ������

本 (昨年は��
��本) に上る｡ 毎年社員が交代
で植林に立ち会うことは､ 社内における環境
保全意識向上につながっており､ また､ この
活動を知った取引先数社からの参加がある
など､ 地道ながら環境活動啓発の役割も果
たしているようだ｡

����年､ 同社は中長期計画 ｢サザンクロス
計画｣ (�期�年×�期の�年) を策定｡ 最
終年には､ グループ売上げを現在の��億円か
ら��億円まで伸ばす計画だ｡ ｢��歳で社長を
後継者に引き継ぐ｣ (石上社長) と､ 計画に
は将来を見据えた人材育成と社内態勢の構築
も盛り込んでいる｡ 第�期�年目の昨年��月
には､ 本社の移転を計画通り実行するなど着
実に成長路線を突き進んでおり､ 今年は�店
舗目となるタイヤ・ホイール専門店の新設を
予定｡ また､ 恵庭工場の増設も視野に入れる｡
｢リサイクルを通じて地球環境に貢献する｣

をテーマに事業を展開する同社のさらなる発
展を期待したい｡ (黒瀧 隆司)

����� 調査ニュース ������ �

【会社概要】

本 社 札幌市清田区美しが丘�条�丁目�番��号

�：���－		�－	


 ��
：���－		�－�




創 業 ��
�年�月

代表者 石上 剛

資本金 �����万円

売上高 ��億�����万円(グループ合計､����年�月期)

従業員 ���人 (含むアルバイト)

事業内容 自動車中古部品販売業

グループ会社 石上産業㈱ (中古車販売)

㈱エコ北海道 (廃タイヤ処理)

㈱トランスラインコーポレーション

(中古スポーツ用品等販売)

ＵＲＬ ����������������������� ��
｢自動車リサイクルの森｣ (美幌町)

輸出先(ＵＡＥ)での中古部品販売(セリ市)風景
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